
第９回  (2010/5/27)  「連合の報告＆今後の計画」  

  

６月以降にやること（とりあえずの予定）です  

   

レギュラー（四つの柱）  

１「科学哲学」  

  カートライト翻訳の解説（by 戸田山）。  

「モデル」と「実験」もやっていく。  

２「全地球史解読」  

  野内、井上、鈴木が内容をまとめて質問する。  

  （秋の熊澤さんシンポをにらんでまずはこれを重点的にやる）  

  ・１章、２章、４章、５章、６章から重要なところを  

    熊澤さん・吉田さんにピックアップしていただく  

  ・地球科学の勉強というだけでなく、渡邉・吉田哲学  

    「モデルとシナリオ」を意識しながら読む  

３「断層研究会」  

  科学・科学哲学用語の整理。  

  科学者と哲学者で用法がズレる（ゆえに「断層」）・概念が異なる  

ように思われる言葉（「観察」など）を洗い出していき、違い・共通点をまとめてみる。  

  （隠れカルテジアン HP に掲載→ゆくゆくは出版？）  

  ・まずは哲学側が科学哲学用語を index で紹介。科学側が気になる用語を選択。  

  ・次の回からは選択された語について  

    科学哲学の簡単な説明をたたき台に議論。  

  （Stathis Psillos「Philosophy of Science AZ」をダシに。  

    科学側は哲学に誘導されないようにあらかじめよく考えておく。）    

４「科学の科学」  

  まずは菅原さんが Computational philosophy of science をサーヴェイ。  

  （その後 Hull、科学社会学、複雑系などいろいろ関係してくる可能性あり）  

   

イベント（不定期）  

５青木さんによる何か  

  都合のつくときに来ていただく（内容はおまかせ）。  

６サイエンスカフェ、あるいはつくる会で  

  人を呼んで話をしてもらう。  

７合宿  

  計画中 


